
世界の野生動物写真集（WILD…
LIFE…OF…THE…WORLD）（❶）
の発刊については，2020年２月の
インドネシア旅行以後，コロナ禍
で海外旅行には行けず，又，パソ
コンの中の長年に亘り撮り続けた
風景，動物写真のデータがたま
り，気になるようになりました。
そろそろ整理の時と思い，ホーム
ページを作成し，皆様に見て頂く
事も検討しましたが，書籍の出版
になりました。以前から山や風景
の写真は撮っていましたが，動物
写真を多く撮るようになったきっ
かけは，2001年９月，アフリカの
ボツワナのチョベ公園で20数頭の

アフリカゾウの群れに出会った事
です。ゾウの群れがこちらに向
かって来るではないですか。この
ままではサファリカーごとゾウに
つぶされると一瞬ヒヤリとしまし
たが，ガイド運転手が車をバック
させ待機。ゾウたちは私たちの前
を横切り，ビクトリアの滝の上流
のザンベジ川へ水浴びに行ったよ
うです。目の前を横切るゾウの大
きさに圧倒されると同時に，仲間
の子供のゾウの前後左右をガード
する様子に感動し，動物に目を向
け，撮るようになりました（❷）。

又，山岳・風景の写真撮影につ
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大学卒業後は信州大学医学部で
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いては，登山を開始後ですが，６
歳より住み慣れた松本市からは，
西に乗鞍岳，常念岳，鹿島槍，白
馬岳等の北アルプスの連山，東に
は美ヶ原，高ボッチ，南には中央
アルプスの山々が見えますが，登
山，写真撮影にはまったく関心は
有りませんでした。

登山，写真撮影の原点は東京歯
科大学，在学中のワンダーフォー
ゲル部の活動にあります。昭和35
年，大学入学後，ワンダーフォー
ゲル部に入部。先輩から登山，ワ
ンデリングの指導を受け，各地の
山々に登り楽しい部活動をしてま
いりました。ワンダーフォーゲル
部の活動は，１年次は夏合宿が上
高地の徳沢のキャンプ，槍ヶ岳・
穂高岳の登頂，又，美ヶ原で開催
された歯学連（当時は新設の愛知
学院大を含めて７大学）サマー
キャンプの支援，２年次の夏合宿
は屋久島，３年次夏合宿は白馬
岳，朝日岳，４年次の夏合宿は立
山，剣岳でした。特に印象に残っ
ているのが，２年次の九州，屋久
島の宮之浦岳の登頂でありまし
た。部員22名が参加，宮之浦岳登
頂と屋久島の海岸に沿って島を一
周するワンデリングの２つのグ
ループに分かれての活動で，私は

宮之浦岳山頂に参加しました。当
時はまだ登山道が整備されておら
ず，又，登山用具，装備も軽量化
されておらず，苦戦したのが思い
出されます（❸）。

大学卒業後，信州大学医学部で
研修後，笠原歯科を継承（３代
目）。当時は医院の患者さんが多
く，診療は多忙であり，又，保護
司，史跡保護，ライオンズクラブ
等の活動に参加しており，年を経
るに従い，それらの役職が回って
来るなどなどで，益々多忙にな
り，登山は遠くに追いやられて山
中の霧の中にありました。40歳代
後半，妻が登山を始めた事とか，
松本周辺の登山グループとの交流
が出来，登山を再開しました。当
時，深田久弥の ｢日本百名山｣ の
100山の登頂の達成が流行し始め
ておりました。日本百名山は，北
の利尻島の利尻山から，南の屋久
島の宮之浦岳まで日本各地の山々
が選定されております。百名山の
約３分の２が長野県及び長野県の
隣接県にあります。この事は私に
とって，時間的，経済的に有利と
考え百名山登頂に挑戦しました。
遠くの北海道，東北地方の北部，
九州の南部，四国の山々は旅行会
社の登山ツアーに参加し，九州の

中部の山々は空路，熊本に飛び，
レンタカーを使用，中国の伯耆大
山は列車を利用しました。長野県
内，隣接県，東北地方の南部，関
東地方，北陸地方，近畿地方は行
程にマイカーを使いました。百名
山登頂達成は順調に進み，2001年
10月，南アルプスの聖岳の登頂で
完登しました（❹）。

その後は海外の山，トレッキン
グに目を向け，カムチャッカ半島
のアバチャ山，台湾の玉山，ボル
ネオ島のキナバル山，ニュージー
ランドのルアペフ山，エグモント
山等の登山，又，スイス，ネパー
ル，パタゴニア等のトレッキング
をやってきました。海外旅行は
1977年にブラジル，パラグアイ，
アルゼンチンに行ったのが最初で
あり，2020年のインドネシア旅行
で100回を超えております。海外
旅行の始めの頃は登山，トレッキ
ングが主でしたが，年齢ととも
に，風景の写真撮影，野生動物写
真撮影に変わっていきました。写
真撮影の場所は，北は北極圏のス
ヴァールバル諸島，南は南極の南
極半島の広い範囲で，特に多く
行ったのは，動物が多く見られる
アフリカ大陸，南米大陸です。動
物写真を撮りたくて行った好みの
場所は，アフリカ大陸ではボツ
ワナのオカバンゴ湿原「３回訪
問」，南米大陸ではブラジルのパ
ンタナール ｢４回訪問｣ です。風
景写真撮影ではスヴァールバル諸
島，スイス，パタゴニア等は景色
がよく，たくさんの写真が撮れま
した。

又，撮った動物，風景写真の中
で印象に残っていて，見て頂きた
い写真は，北極圏のスヴァールバ

❸宮之浦岳山頂にて　❹日本百名山 登頂達成
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ル諸島のシロクマ（❺），氷河崩
落（❻），ロッキー山脈で発生し，
アラスカ半島を東西に横切る，川
霧にけむるユーコン川（❼），ア
メリカのイエローストーン公園の

温泉段丘（❽），中米，コスタリ
カのサヴァグレ渓谷のケツアール
（❾），インドのランタンボール
公園のベンガルトラ（❿），イン
ドのササン・ギル公園のアジアラ

イオン（⓫）。アフリカ大陸のネ
コ科動物でボツワナのオカバンゴ
のライオン（⓬），オカバンゴの
ヒョウ（⓭），タンザニアのルア
ハのチーター（⓮）です。
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野生動物の写真撮影について
は，危険を伴うのでサファリカー，
ボートからの撮影が多いです。遠
距離からの撮影なので，望遠レン
ズの使用が多くなり手ブレに注意
しています。又，動物との出会い
が大切で，その解決策は数多くこ
ちらから出向くしかありません。

タンザニアのセルースにて，魚
をくわえているナイルワニ（⓯），
エチオピアのダナキール砂漠，エ
ルターレ山の火口の溶岩湖（⓰），
南米大陸のベネズエラのオオア
リクイ（⓱），ブラジルのパンタ
ナール，ポルトジョフレのジャ
ガー（⓲），ペルーのマヌー公園，
アンデスイワドリ（⓳），アルゼ
ンチン，プーナ高地のアリサロ塩
原，オホス・デル・マール（⓴），

南極の南極半島，パラダイス・
ハーバーの氷山の景色（㉑）。

尚，❶のWILD…LIFE…OF…THE…
WORLD（世界の野生動物）は東
京歯科大学の図書館，長野県立図
書館に納めさせて頂いております。

終わりにスペースを頂いて，４
代に亘り東京歯科大学にお世話に
なった笠原家について書きたいと
思います。東京歯科大学の卒業生
は４代に亘り９人おります。初
代，笠原清一は，高山歯科医学院
から東京歯科医学院に校名変更の
２年後の明治35年に東京歯科医学
院を卒業，２代目，清文は昭和５
年卒（珊瑚会），正文は昭和９年
卒（昭伍会），３代目，亨は昭和
36年卒（久喜会），諏訪子は昭和
38年卒（歯士会），保は昭和41年

卒（踏志会），正行（私本人）は
昭和41年卒（踏志会），４代目，
清弘は（母校，口腔病態外科学講
座准教授）平成３年卒（朋友会），
正貴は（母校，薬理学講座教授，
学生部長）平成７年卒（百期会）。
初代，清一の1902年（明治35年）
の東京歯科医学院の卒業以来，今
年，2022年で笠原家の歯科の歴史
が満120年を迎えます。120年を迎
えられたのは，多くの皆様の応援
を頂いた事と感謝しております。
ありがとうございました。今後と
もよろしくお願いいたします。

尚，母校同窓会会報の会員往来
への投稿を推薦してくださった，
母校同窓会，元副会長　片倉恵男
先生に感謝申し上げます。ありが
とうございました。
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